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日本の認知症高齢者の人数 

厚労省「認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）」 
 

 ２０１３年度以降  

 認知症カフェ（認知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰もが
参加でき、集う場）の普及などにより、認知症の人やその家族等に対
する支援を推進 

（万人） 

将来推計 軽度の人、 
予備群を含めて 
８００万人 



第１回物忘れカフェ（２０１４年４月） 
参加人数 ５０人超 
●認知症の人（在宅から一人で・グループホームから職員と） 
●家族（介護中・看取り終えた人） 
●専門職（グループホーム介護職員・ケアーマネジャー） 
●物忘れに関心がある人 
年代 １０～８０代 

予想を超える 



• お菓子の写真 

一人ずつ 
袋詰めのお菓子 

各テーブルのポット 
でそれぞれ好きな 
ものを飲んでいます 

最初の３０分「認知症の話」 
９０分間、テーブルに分かれて茶話会 
 

毎月第３土曜日 
１３：３０～１５：３０ 

函館市総合福祉センター 
お茶菓子代 ３００円 
 



グループホームの人の話の写真 

近くのグループホームから家族と一緒に「喫茶
店に行こう」と来られた認知症の人も 

認知症になってできないことが増えているけれども、できる 
だけこれまでと同じように認知症の人の思いにそいながら、 

できないことを手助けして「生活を再構築」していくという
意味です 

（質問）生活を再構築
するとはどういうことですか 

第３回物忘れカフェ（２０１４年７月） 
認知症の話「グループホームの暮らし」 
質問：グループホームの費用、 
    身寄りのない人の入居方法など 



デイサービス  
家族：デイサービスに行ってもらっているので帰っ
てきた時にやさしくできる 
職員：病院に行くと説明されてデイサービスに来ら
れている方に、病院のように接している 

病院受診 
家族A：道に迷うようになってようやく行ってくれた 
家族B:近所の民生委員が説得してくれた 



自分の将来  
参加者A「近所も冷たいけれど、子どもも冷たい」 
参加者B「そうです。子どもはあてになりません」 

第７回物忘れカフェ（２０１４年１０月） 
認知症の話「成年後見制度」 
 
茶話会で 自分の将来のために聞きに来た 
       家族が利用した体験談 



第５回物忘れカフェ（２０１４年８月） 
認知症の人を介護している人の詩の 朗読 
「満月の夜、母を施設において」など 
 

涙が出そうになった 

わかる、わかる 



第６回物忘れカフェ（２０１４年９月） 
グループホームなどでもしている 

ふまねっと運動 
 

右、左 

（前後で次は斜め） 

茶話会で 認知症の人から  
「（車いすで外に出ると）偏見の目で見るでしょ」 
「（認知症について）頭の肝心な部分に穴が開いている」 
 



感想  
「有意義な時間でした。また参加したいと思いました（７０代女性）」 
「これからぶつかる問題ですが、話を聞きとても参考になりました（６０代女性）」 
「気軽に参加できる場として続けて欲しい（７０代男性）」 
「いろいろな方と会話ができて良かったです（専門職）」 
「説明される方がゆっくり話してくださり、わかりやすかった（認知症の人）」 
 



いろんな人たちに来て 
欲しいなぁ 

「認知症の話」で聞きた
い話を言ってください 

高齢者の暮らし、将来の
不安など、いろいろな話

をしてください 

認知症の人と家族が安心して暮らせる地域づくりのために、 
認知症の人や家族と出会って、話をして、 

認知症に対する理解と手助けの輪を広げていきたいです 



認知症にかかわる人がまわりの人に望むこと 

温かな目でゆっくり見て欲しい。必要な時にそっと手を貸して下されば
介護する者が元気を取り戻せると思います。 (母を以前介護・女性） 

自分が住んでいる町で、ちょっと声をかけたり、気にかけることで防げる
ことがたくさんあります。（母を以前介護・女性） 

ちょっと様子がおかしいと感じたら「どうしたの」と声をかけて欲
しいと思う。   （義母を介護中・女性） 

近所の人、まわりの人はもっと認知症の人が 
近くに居ることを理解して欲しい。  
(夫を介護中・女性）            
 



一般の人も他人事と思わず「明日は我が身」 
 と大らかに包みこんでくれることを期待します。                               
（父を以前介護・女性） 
 

認知症にかかわる人がまわりの人に望むこと 

認知症の人も自分の考え、プライドはしっかりもっています。 
赤ちゃん言葉を使っている人がいるようですが、普通に話をしてください。
(義父を以前介護・女性） 

認知症の方は子どもに帰っているのではない。 
その人のプライドを尊重した対応をしていただきたい。               
（保健師・女性） 



 
   

買い物した荷物を忘れてくる。 
見つけた人が気づいて渡して欲しい。  
(夫を介護中・女性） 

お金を持っていなくても、後でいいと荷物を持たせる。 
どこでツケてきたのかわからず困った。メモを入れてくれると助かる。   
（義母を介護中・女性） 

同じ物を何度も買ったり、関係のない日に関係のない物を買ったりするのは
困る。店に事情を話して協力してもらうしかない。 
  （義母を介護中・女性） 

スーパーで高齢になると手が届かない。                        
(母を以前介護・女性） 
 

雨や悪天候の日、買い物の品物を低料金で配達して欲しい。                                  
（母を以前介護・女性） 



    

認知症に対して知識がない従業員が多いので、 
高齢社会に対応すべく、従業員教育をして欲しい。 
（母を以前介護・女性） 

認知症の人と思っても、通常の人に対応するのと同じように
お客様として丁寧な対応、言葉づかいをして欲しい。 
（元施設職員・男性） 

病院へ行って帰ってきたが、行ったことを忘れて、また一人で病院へ行っ
た。タクシーの運転手に、家族に声をかけてもらうのは無理だろうか。
(夫を介護中・女性） 

タクシーに一人で乗っていて行き先が分からなくなった。住
所を持たせているので、住所などを聞いて欲しかった。 
（夫を介護中・女性） 



 
   

バスに何度か間違えて乗った。乗る前に尋ねたがよく分からなかったようだ。
行きたいところを聞いて、バスの番号を教えてくれれば良かったと思う。               
(義母を介護中・女性） 

降りるところが分からなかったことがあります。 
時間になっても来ないので、バス会社に問い合わせましたら
終点まで乗っていました。                     
（義母を以前介護・女性） 

バスに乗る時が高くて危ない。 
低床の場合は良いが考慮して欲しい。                          
（母を以前介護・女性） 



外に出て姿が見えず、５時間くらいしてミニパトカーで送られてきた。
ＳＯＳネットワークに連絡しました。     (夫を介護中・女性） 

朝早くフェンスを乗り越えて行きました。向かいの家の方がフェンスを乗り
越えるのを見ていたそうです。すぐ教えて下されば良かったのにと思いま
す。                 （父を以前介護・女性） 

一般の人が、派出所、福祉施設、自宅へ親切に誘導
してくれるとありがたい。（父を以前介護・女性） 

認知症にかかわる人がまわりの人に望むこと 
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夏に厚着をしているなど服装が季節はずれで、髪をふりみだして、大きな
荷物を持ってどこかに向かって歩いている人を見かけたら声をかけますか 
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スーパーのレジで、お金を払うのに、いくら出せば良いのかわからずに困っ
ている様子の人を見かけたら声をかけますか 
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道にぐったりと、体の調子が悪そうにしゃがみこんでいる人を見かけたら声
をかけますか 



脳がちょっと足りないの。
で、手足きかないでしょ。だ
から、まぁ町でこういう人を
見っけたらやさしく声をかけ
て助けてください。お願いし
ます 



赤とんぼの会 パンフ、会報
のPDF 

函館認知症の人を支える会 
●電話相談 

●つどい 

●会報発行 



毎月第３土曜日 
１３：３０～１５：３０ 

函館市総合福祉センター 
お茶菓子代 ３００円 
 

最後にもう一度 ご案内 

ぜひ おいでください 


